
知多半島周辺におけるウミガメ類産卵状況及び死亡漂着情報

　　2011年の知多半島周辺におけるア
カウミガメの産卵は5例とここ数年、過
去の記録と比較してやや多い年が続
いています（図-1）。産卵頭数が増え
ているかはわかりませんが、皆様から
ご連絡いただける情報量が増えてきた
ことを感じます。
 
　　2011年の特徴としては、篠島での
産卵が3例記録されたことです（写真-
1）。当園が記録を取り始めて最多とな
りましたが、産卵間隔から推察すると1
頭の母ガメが3回産卵した可能性も考
えられます。
 
　　また、ここ数年の特徴としては、当
園西に南北に伸びる奥田海岸での産
卵例が多いこともあげられるでしょう
（写真-2）。しかし、毎年お伝えしてい
るとおり、南奥田から若松にかけての
海岸には街路灯が多く、自然孵化・脱
出に問題が多いことも事実です。今後
もいち早く産卵箇所を記録し、光害を
受けることなく仔ガメたちが帰海できる
手助けができればと思います。

〔図-1〕　産卵地点

〔写真-1〕　上陸・産卵跡（篠島サンサンビーチ）

〔写真-2〕　上陸・産卵跡（南奥田海岸）



〔写真-3〕　台風通過後の放流（篠島サンサンビーチ）

　　ちなみに2011年は、台風接近による一時避難を篠島で2回行い、うち１回は
孵化が始まったため、地元の人たちと放流し（写真-3）、前述の南奥田海岸での
光害を避けた放流を1回実施しました（写真-4）。

〔写真-4〕　光害を避けた放流（奥田海岸）

　特に篠島では、地元の方々が非常
に熱心で、避難場所を提供していただ
いたり、海岸清掃に励む小学生がたく
さんいたりと、野生動物であるウミガメと
住民の方々との大変良い関係が構築
されていると感心しました（写真-5）。
やはり、身近な生きものを守って行くに
は、地元の方々の理解がとても重要で
す。子供たちとそのご家族と、今後も
一緒になって見守っていただけること
でしょう（写真-6）。
 
南奥田の移植と放流には今年も、地
元の日本福祉大学附属高校の生徒さ
んが参加され、移植作業から放流に至
る一連の活動を体験されました。今後
も、若い方たちの参加を期待します。

〔写真-5〕　みんなで作った保護柵（篠島サンサンビーチ）

〔写真-6〕　仔ガメを見送る人たち（篠島サンサンビーチ）



〔図-2〕　死亡漂着発見場所
　　残念ながら死亡漂着は4例あり、種
類はすべてアカウミガメでした（図-2）
（写真-7）。
7月17日に蒲池海岸に死亡漂着した
個体の胃からは、ヤドカリ（コブヨコバ
サミ）や巻貝（ツメタガイ）が見つかり、
直前まで餌を食べていたことがわかり
ます（写真-8）。また、翌日同海岸に死
亡漂着した個体は、体内に卵がたくさ
んあり、産卵のため伊勢湾へ回遊して
きたことが伺えとても残念でした（写真
-9）。

今後も記録を残して行くためには、皆
さんからいただく情報がとても重要で
す。冒頭で述べましたとおり、記録が
増えている ＝ 情報がたくさん寄せら
れている、と思うのです。
産卵はもとより、足跡を見つけたり、死
体が打ちあがっていた場合でも是非、
南知多ビーチランドまでご連絡くださ
い。ただし、申し訳ありませんがお寄せ
いただく情報は、知多半島周辺に限ら
せていただきます。（執筆者：黒柳）

〔写真-7〕　アカウミガメ（つぶてヶ浦東）

〔写真-8〕　胃内容物（蒲池海岸） 〔写真-9〕　お腹から取り出した卵（蒲池海岸）


